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4.4  振動特性�
4.4.1  制振性（損失係数）�

　ザイロンＶシリーズは，従来材料に比べ損失係数で６～７倍を達成しています。また，広範囲

の周波数において成形品の厚みに関係なく同様の制振効果を発揮することが可能です。�
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� 4.4.2  制音性（静音性）�

　ザイロンＶシリーズは，制音性に優れています。特に打撃音に関しては，従来材料よりも減衰

時間が短いため，金属のような共鳴音は発しません。�
図-3  損失係数と周波数の関係�
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図-4  損失係数と試験片厚みの関係�
共振2次ピーク，測定温度：23 C
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� �

図-5  ハンマー打撃音の減衰波形�
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� 4.5  寸法精度�
　ザイロンＶシリーズの寸法精度は，ザイロン／シャーシグレードと同等レベルです。中でも，ＶＴ

３０２に関しては超低反りグレードと同等レベルです。以下に平板による平面度測定の結果を示しま

す。�

○試験法�

　・150□×2mm平板による平面度の測定。�

　・下図の1～15点から最小自乗法により仮想平面を設定し，�

　　その平面からＺ軸方向のズレを測定。�
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